
令
和
２
年
度
決
算
審
査
結
果

を
公
表
し
ま
す

　
決
算
審
査
意
見
書
は
、
市
役
所
１

階
市
民
ロ
ビ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

審
査
内
容
　
各
会
計
決
算
及
び
土
地

開
発
基
金
の
運
用
状
況
審
査
、
財

政
健
全
化
及
び
経
営
健
全
化
審
査
、

公
営
企
業
会
計
決
算
審
査

審
査
執
行
者
　
登
別
市
監
査
委
員
　

佐
藤
紀
清
、
村
井
寿
行

審
査
期
間
　
６
月
４
日
〜
８
月
17
日

問
　
監
査
委
員
事
務
局
総
務
Ｇ

（
☎
85
９
２
３
０
）

老
人
憩
の
家
「
千
歳
の
家
」
を

廃
止
し
ま
し
た

　
老
人
憩
の
家
「
千
歳
の
家
」
（
千

歳
町
４
丁
目
６

－

２
・
ニ
ナ
ル
カ
会

館
内
）
は
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い

９
月
30
日
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
し
た
。

問
　
市
民
協
働
Ｇ
（
☎
84
１
０
７
９
）

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す

〜
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間
〜

　
北
海
道
は
、
不
正
軽
油
を
「
作
ら

な
い
」
「
売
ら
な
い
」
「
買
わ
な
い
」

「
使
わ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
関
係

団
体
と
共
に
不
正
軽
油
撲
滅
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
不
正
軽
油
110
番
（
☎
０
８
０
０

－

　
８
０
０
２

－

110
）

問
　
胆
振
総
合
振
興
局
課
税
課
事
業

税
間
税
係
（
☎
㉔
９
５
８
２
）

全
国
労
働
衛
生
週
間

〜
向
き
合
お
う
！
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
健
康
管
理
〜

　
10
月
１
日
㈮
〜
７
日
㈭
は
全
国
労

働
衛
生
週
間
で
す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
向
け
、
副

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
う
つ
ら
ぬ
う
つ
さ
ぬ

ル
ー
ル
と
と
も
に
　
み
ん
な
で
守
る

健
康
職
場
」
を
定
め
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
防
止
す

る
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
健

康
課
（
☎
011

－

709

－

２
３
１
１
）

高
齢
者
等
緊
急
通
報
機
器
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
安

心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
慢
性
疾
患
な
ど
に
よ
り

常
時
注
意
が
必
要
な
高
齢
者
な
ど
に

緊
急
通
報
機
器
を
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。

　
機
器
で
の
通
報
に
よ
り
、
事
業
者

が
合
鍵
を
持
っ
て
駆
け
つ
け
た
り
、

必
要
に
応
じ
て
救
急
車
の
出
動
要
請

を
す
る
ほ
か
、
健
康
に
関
す
る
相
談

も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

対
象
　
登
別
市
に
住
民
票
が
あ
り
、

自
宅
で
生
活
し
て
い
る
方
で
、
慢

性
疾
患
等
に
よ
り
常
時
注
意
を
要

す
る
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
方

①
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
す
る
方

③
同
居
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、
日

中
ま
た
は
夜
間
に
①
・
②
に
該
当

す
る
高
齢
者

※

貸
し
出
し
を
受
け
る
際
、
事
業
者

　
が
合
鍵
を
預
か
り
ま
す
。

料
金
　
605
円
（
月
額
）

※

生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

申
し
込
み
　
高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
85
５
７
２
０
）

　火災は、火気を使用する機会の多い10月から３
月にかけて多く発生しています。
　住宅での火災を防ぐため『住宅防火、いのちを
守る７つのポイント』を心がけましょう。
３つの習慣
①寝たばこは、絶対にやめる
②ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使
　用する
③ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火
　を消す
４つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設
　置する
②寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐために
　防炎品を使用する
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
　などを設置する
④高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近
　所の協力体制をつくる

▼問い合わせ　消防署警備グループ（☎852551）

くらしのガイド

市民マイプラン講座をご利用ください

秋の全道火災予防運動秋の全道火災予防運動
～おうち時間　家族で点検　火の始末～

さ
と
う
の
り
き
よ

む
ら
い
と
し
ゆ
き

　市民マイプラン講座は、市内団体が外部から講師を招いて学習
会を実施したとき、市が講師謝礼金の一部を支給する制度です。
　オンライン形式の学習会にも対応しましたので、ぜひご利用く
ださい。
利用回数　１団体につき同一年度内で１回
謝礼金額　①登別市、室蘭市または白老郡白老町字虎杖浜に居住
　　　　　　の講師　5,000円
　　　　　②胆振管内（①を除く）に居住の講師　7,000円
　　　　　③上記以外の地域に居住の講師　10,000円
　　　　　※オンライン形式での実施は一律5,000円です。
手続きの流れ
①10人以上の団体で学習会を企画（団体会員の３分の２以上が登
　別市民であるものに限る）
②学習会を実施する２週間前までに、利用申込書を
　社会教育グループへ提出
③学習会終了後、２週間以内に実施報告書（写真２
　枚添付)を社会教育グループへ提出
※利用申込書は市民会館に備え付けているほか、市公式ウェブサ
　イトに掲載しています。
問い合わせ　社会教育グループ（☎88１１２９）

13 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ2021. 10月号


